
　

和
牛
繁
殖
・
育
成
生
産
者
に
と
っ
て
、
育
成
期
間
中
に
子

牛
が
死
亡
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
費
用

（
人
工
授
精
費
、
母
牛
・
子
牛
の
飼
料
費
・
飼
養
管
理
費
、
労

務
費
な
ど
）が
全
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
経
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
黒
毛
和
種
の
育
成
期
間（
０
～
10
カ
月
齢
）

に
お
い
て
、
死
亡
頭
数
が
最
も
多
い
の
は
生
後
０
～
１
カ

月
、
次
い
で
1
～
２
カ
月
後
と
、
月
齢
が
若
い
時
期
ほ
ど

増
加
し
て
い
る（
図
１
）。
10
カ
月
ま
で
の
う
ち
生
後
2
カ

月
間
で
の
死
亡
頭
数
の
割
合
は
約
56
%
を
占
め
る
た
め
、
こ

の
2
カ
月
間

の
飼
養
管
理

が
非
常
に
重

要
と
な
る
。

　

Ｊ
Ａ
全
農

長
野
県
本
部

三
岳
牧
場（
常

時
哺
育
・
育
成

飼
養
頭
数
80

頭
、
従
業
員

数
5
名
、
う

ち
常
時
従
業

員
3
名
）で
は

地
域
の
酪
農

協
及
び
同
県

本
部
八
ヶ
岳

牧
場
と
連
携
し
、
乳
牛
の
借
り
腹
を
利
用
し
た
受
精
卵
に

よ
る
和
牛
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
酪
農
場
で
生
ま
れ

た
和
牛
子
牛
を
す
ぐ
に
引
き
取
り
、
哺
育
・
育
成
を
行
っ
て

い
る
。
直
近
数
年
間
、
三
岳
牧
場
で
の
哺
育
・
育
成
期
の
子

牛
の
死
亡
率
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
牧
場
で
実
施
し
て
い
る
子
牛

の
飼
養
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

　

牛
は
親
か
ら
子
へ
胎
盤
を
介
し
て
抗
体
を
移
行
さ
せ
る

事
は
で
き
な
い
た
め
、
子
牛
は
初
乳
を
飲
む
事
に
よ
っ
て
初

め
て
抗
体
を
得
る
事
が
で
き
る
。
子
牛
が
哺
乳
意
欲
を
見

せ
た
時
点
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
初
乳
を
給
与
す
る
事
で

免
疫
を
獲
得
す
る
事
が
で
き
る（
図
２
）。

　

三
岳
牧
場
で
は
Ｂ
Ｌ
Ｖ
感
染
対
策
と
確
実
に
初
乳
を
給
与

す
る
た
め
、
初
乳
は「
さ
い
し
ょ
の
ミ
ル
ク
」を
利
用
し
て
い

る
。
酪
農
場
か
ら
到
着
し
た
後
、
2
～
３
袋
飲
ま
せ
て
い
る

が
、
子
牛
が
少
し
で
も
多
く
飲
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
溶
か

す
お
湯
の
量
を
１
袋
あ
た
り
５
０
０
ml
に
し
て
い
る
。
以
前

は
、
酪
農
場
で「
さ
い
し
ょ
の
ミ
ル
ク
」を
給
与
す
る
時
も

あ
っ
た
が
、
１
時
間
程
度
車
で
運
ぶ
と
子
牛
が
車
酔
い
の

よ
う
な
状
態
と
な
り
、
到
着
後
の
健
康
状
態
が
思
わ
し
く

な
か
っ
た
た
め
、
到
着
後
に
給
与
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

輸
送
す
る
時
も
子
牛
の
体
温
維
持
に
は
細
心
の
注
意
を

払
う
。
体
温
を
下
げ
な
い
よ
う
に
子
牛
を
麻
袋
に
入
れ
、

車
内
は
冬
場
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
場
で
も
窓
を
開
け
ず
暖
房

を
つ
け
な
が
ら
運
ぶ（
写
真
）。
こ
の
事
に
よ
り
、
子
牛
の

体
温
を
低
下
さ
せ
ず
に
す
み
、
到
着
後
、
す
ぐ
に
哺
乳
意

欲
が
出
る
と
い
う
。
更
に
、「
さ
い
し
ょ
の
ミ
ル
ク
」に
加
え
、

効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
も
行
う
た
め「
ネ
オ
ド
リ
ン
ク

Ｈ
Ｇ
」（
１
本
30 

ml
）も
混
合
し
て
給
与
す
る
事
で
、
出
生

後
か
ら
の
健
康
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

　

哺
乳
の
給
与
体
系（
表
）に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
。
導
入
か
ら
３
日
間
は「
さ
い
し
ょ
の
ミ
ル
ク
」も
給
与
し

続
け
る
事
で
免
疫
の
獲
得
だ
け
で
は
な
く
、
下
痢
の
予
防

に
も
効
果
が
あ
る
。
給
与
す
る
代
用
乳
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
用
乳「
ミ
ル
ス
タ
ー（
Ｃ
Ｐ
26
・
0
%
以
上
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ

１
１
６
%
以
上
）」で
あ
る
。
以
前
は「
ミ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」を
使

用
し
て
い
た
が
、
牧
場
は
高
冷
地
に
あ
る
た
め
、
よ
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
の
高
い
代
用
乳
の
給
与
に
変
更
し
た
事
で
健
康

状
態
は
良
く
な
っ
た
。
導
入
か
ら
15
日
目
ま
で
は
哺
乳
量

や
健
康
状
態
を
観
察
し
な
が
ら
子
牛
に
無
理
を
か
け
な
い

よ
う
に
給
与
量
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

毛
づ
や
の
良
好
な
子
牛
が
育
ち
、
離
乳
時
に
は
目

標
と
し
て
い
る
増
体
70
㎏
（
日
増
体
量
０
・
77
㎏
）

を
達
成
し
て
い
る
。

　

離
れ
た
農
場
で
生
ま
れ
、
移
動
さ
せ
て
哺
育
す

る
と
い
う
子
牛
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

環
境
下
で
あ
る
が
、
特
に
出
生
後
か
ら
2
週
目
ま

で
の
飼
養
管
理
に
細
心
の
注
意
を
払
う
事
で
導
入

後
の
立
ち
上
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
へ
い
死

率
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
後
編「
哺
育
・
育
成
期
の
飼
養
管
理
・
衛
生
管
理
の

取
り
組
み
」に
続
く
）　

子牛が死亡してしまうと、分娩までに費やした母牛の管理費も無駄となる。そこで子牛の立場に
なって飼養管理を行い哺育・育成期の死亡率ゼロに取り組んでいる事例について２回に分けて
紹介する。今号では主に哺育期の給与飼料・給与体系について取り上げた。

健康な子牛を育てる飼養管理
哺育・育成期のへい死頭数「ゼロ」の取り組み（前編）

養牛

分
娩
後
か
ら
哺
育
期
ま
で
の

飼
養
管
理
が
重
要

子
牛
に
無
理
を
か
け
な
い
哺
乳
体
系
と

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
用
乳「
ミ
ル
ス
タ
ー
」の
給
与

出
生
後
、子
牛
を
温
め
て

確
実
に
初
乳
を
給
与

黒毛和種の月齢別の死亡頭数（2018年度）

生後2カ月で56%を占める

図1

月齢
出典：2018年度「（独）家畜改良センターデータ」より作図
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初乳の給与時間と血中免疫グロブリン濃度の関係図2

出生後経過時間（時間）
出典： G.H.Stott（1981）
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写真 子牛輸送車と麻袋

哺乳期の子牛。ミルスターに変更してから子牛の健康状態と毛づやが良くなった

哺乳体系表

＊給与時間；朝（9:30）、昼（13:00）、夕（15:30）　ただし、給与量は季節、子牛の状態により変動する
ポイント 併用給与 最大給与量 2段階離乳

ネオドリンクHG
（1本30ml）

ネオドリンクHG

2~3袋
1袋あたり500ml

1~3袋
1袋あたり750ml

0.5袋
300ml

0.5袋
300ml

導入後
日齢 導入時 朝 朝 朝昼 昼

2日目 3日目 4日目
夕 夕

1.21.2

1.4 1.4 1.4

1.6 1.6

1.8 1.8 1.8
2.0 2.0 2.0 2.0

2.2 2.2

2.4 2.4 2.4 2.4

2.6 2.6

1.5 1.5

2.6

0.80.8

夕 朝
5日目
夕 朝

6日目
夕 朝

4日目
夕 朝
9~10日目

夕 朝
11日目
夕 朝

12日目
夕 朝

13日目
夕 朝

14日目
夕 朝

15日目
夕 朝

16-75日目
夕 朝
76-90日目

夕

哺飲力を見ながら
飲めるだけ 子牛の状況を見ながら徐々に給与量を増加

代用乳給与量（L）

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

さいしょのみるく
（40~50℃のお湯で溶解）

ミルスター
6倍希釈（代用乳１：お湯５）

少ないお湯
の量で

車には保温効果を高めるために発
泡スチロールを敷く。子牛を保温す
るため麻袋（　 部分）に入れる。
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